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中標津町農業委員会 
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平成２７年７月２８日、第１３回中標津町農業委員会総会を中標津町議事堂において開催、 

農業委員を招集する。 

 

       本日出席した委員 

１番   和 泉 光 広 

２番   後藤田 宏 幸 

３番   髙 橋 正 一 

４番   赤波江 信 二 

５番   佐 野 弥奈美 

６番   國 光 達 男 

７番   小 林   亨 

８番   飯 島   浩 

９番   中 村 正 生 

１０番   笠 原 康 博 

１１番   氏 家 康 夫 

１２番  杉 本 公 也 

１３番   本 田 信 幸 

１６番   金 刺 健四郎 

１７番   安  田     稔 

１８番   戸 田 重 勝 

 

本日欠席した委員 

１４番  本 田 芳 明 

１５番   纓 坂 尚 久 
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附議した案件 

イ）議案第６３号 農地法第３条の規定による許可申請について 

ロ）議案第６４号 農地法第５条の規定による許可申請について 

ハ）議案第６５号 現況証明願いについて 

ニ）議案第６６号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決

定について 

ホ）議案第６７号 農業経営基盤強化促進法第１６条第２項の規定による買入協議の要請に

ついて 

ヘ）議案第６８号 農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告による要件の確認

について 

ト）報告第３３号 農地法第１８条第６項の規定による解約通知について 

チ）報告第３４号 農地法第５条許可書の交付について 

 

本日出席した職員 

事 務 局 長   奥 山 正 行 

庶 務 係 長   桐 島 秀 一 

農 地 係 長     佐久間 照 雄 

係      本 田 文 子 

 

                （開 会   １０時３０分） 

 

議  長    定刻になりました。 

ただ今の出席委員は 16 名でございます。 

定足数に達しておりますので、会議は成立致します。 

ただ今から、第 13 回中標津町農業委員会総会を開会致します。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

議事日程に従い、ただちに会議に入ります。 

 

日程１、｢議事録署名委員の指名について｣を議題に供します。 

会議規則第 24 条第 2項の規定により、議事録署名委員は議長において指名を致しま 

す。 

10 番、笠 原 康 博 委員。 

11 番、氏 家 康 夫 委員。  

以上、２名を指名致します。 

 

日程２、会務報告を事務局長から報告致します。事務局長。 

 

事務局長  ６月１９日の総会以降につきまして会務報告をいたします。 

      項目につきましては、お配りの資料をご覧いただきたいと思います。 

      ６月２２日に札幌市にて第３６回北海道農業者年金協議会総会が開催され、会長が

出席しております。 
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次に６月２５日に札幌市にて北海道農業会議平成２７年度第３回常任会議員会議が

開催され、会議員として会長が出席しております。 

 最後に７月２４日に札幌市にて北海道農業会議平成２７年度第４回常任会議員会議

が開催され、会長が出席しております。 

以上で会務報告を終わります。 

 

議  長  以上で、会務報告を終わります。 

 

日程３、報告第３３号「農地法第１８条第６項の規定による解約通知について」を 

議題に供します。内容を事務局から報告願います。 

（挙手あり） 農地係長 

 

農地係長  報告第３３号、農地法第１８条第６項の規定による解約通知（１）から（３）につ

いて、事務局よりご説明申し上げます。議案の７３ページをお開きください。 

（１）１、当事者の住所、氏名。貸主、中標津町○○○○番地○○、○○○○。借

主、中標津町○○○○番地○○、○○○○。２、解約する土地。○○○○番○○、

現況地目、畑、面積 5,632 ㎡。３、利用権の種類、使用貸借権。４、契約期間、平

成 27 年 6 月 19 日から平成 37 年 6 月 18 日まで。合意解約成立の日、平成 27 年 7 月

1日。６、解約の理由、合意解約。 

この案件については、議案第６３号（１）及び議案第６５号（１）に関連するもの

で、現在、後継者へ使用貸借中の農地の一部について、分筆及び地目変更をするた

め、期間内解約するものです。議案の７４ページをお開きください。 

 

（２）１、当事者の住所、氏名。貸主、中標津町○○○○番地、○○○○。 

借主、中標津町○○○○番地、○○○○。２、解約する土地。○○○○番○○、現

況地目、畑、面積 31,226 ㎡ほか 3 筆。合計、畑、83,235 ㎡。３、利用権の種類、

使用貸借権。４、契約期間、平成 21 年 4 月 30 日から平成 31 年 4 月 30 日まで。合

意解約成立の日、平成 27 年 6 月 10 日。６、解約の理由、合意解約。 

この案件については、議案第６６号（６）（７）に関連するもので、現在、後継者へ

使用貸借中の農地の一部について、近隣農家へ譲渡するため、期間内解約するもの

です。議案の７５ページをお開きください。 

 

（３）１、当事者の住所、氏名。貸主、中標津町○○○○番地○○、○○○○。借

主、中標津町○○○○番地○○、○○○○ ○○○○ ○○○○。２、解約する土

地。○○○○番○○、現況地目、畑、面積 54,091 ㎡内 15,091 ㎡。３、利用権の種

類、使用貸借権。４、契約期間、平成 26 年 7 月 28 日から平成 30 年 10 月 23 日まで。

合意解約成立の日、平成 27 年 7 月 14 日。６、解約の理由、合意解約。 

この案件については、議案第６６号（１）に関連するもので、現在、農業生産法人

へ使用貸借中の農地の一部について、近隣農家へ賃貸借するため、期間内解約する

ものです。以上報告いたします。 

 

議  長  以上で報告を終わります。 
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日程４、議案第６３号「農地法第３条の規定による許可申請について」を上程致し

ます。（１）（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 髙橋委員。 

 

髙橋委員  上程になりました議案第６３号「農地法第３条の規定による許可申請について」 

（１）（２）について説明いたします。３ページをお開き下さい。 

      （１）１、当事者の住所、氏名、年齢、職業。貸主、中標津町○○○○番地○○、

○○○○、○○歳、農業。借主、中標津町○○○○番地○○、○○○○、○○歳、

農業。２、土地の表示。字○○○○番○○、公簿、畑、現況、畑、面積 4,761 ㎡、

利用状況、畑。３、許可を受けようとする事由。貸主、分筆した農地を再度後継者

へ使用貸借するもの。借主、再度使用貸借を受けて農業経営を継続するもの。４、

権利を移転しようとする契約の内容、利用権の設定、使用貸借。５、期間、平成 27

年 7 月 28 日から平成 37 年 6 月 18 日。６、当事者の経営状況、家族○○人、農従者

○○人、経営地、計○○○○㎡。作付作物、馬鈴薯ほか。７、見取図は別紙のとお

りとなっております。この案件につきましては、後継者へ使用貸借していた農地の

一部について、非農地部を分筆し、農地部分について再度使用貸借するものです。

別添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件の

すべてを満たしていると判断いたします。５ページをお開きください。 

       

（２）１、当事者の住所、氏名、年齢、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地○○、

○○○○、○○歳、無職。譲受人、中標津町○○○○番地○○、○○○○、○○歳、

農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿、畑、現況、畑、面積 18,563 ㎡ほか

1 筆。合計、畑、18,833 ㎡。利用状況、牧草畑。３、許可を受けようとする事由。

譲渡人、近隣農家に譲渡するもの。譲受人、経営規模拡大のため。４、権利を移転

しようとする契約の内容、所有権の移転。５、価格。1,100,000 円。６、資金調達

方法、自己資金。７、当事者の経営状況、家族○○人、農従者○○人、経営地、計

○○○○㎡。作付作物、蕎麦・牧草。８、見取図は別紙のとおりとなっております。

この件につきましては、当事者両名の申し出により所有権の移転をしたい旨の申し

出があったもので、価格を独自に設定するものであります。申請地は、○○○○氏

が規模拡大のため、取得する物であり、本件の権利取得により周辺の農地の農業上

の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられることから、別

添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件のす

べてを満たしていると考え、この譲渡は止むを得ないものと判断いたしました。以

上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（１）（２）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。 

     （３）から（５）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 笠原委員。 



 6 

 

笠原委員  議案第６３号（３）から（５）について説明いたします。 

７ページをお開きください。 

（３）１、当事者の住所、氏名、年齢、職業。貸主、中標津町○○○○番地、○○

○○、○○歳、農業。借主、中標津町○○○○番地○○、株式会社○○○○ ○○

○○ ○○○○。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿、山林、現況、畑、面積

24,100 ㎡ほか 3筆、合計、畑、65,957 ㎡。利用状況、牧草畑。３、許可を受けよう

とする事由。貸主、所有農地を近隣農家に賃貸借するもの。借主、経営規模拡大す

るもの。４、権利を移転しようとする契約の内容、利用権の設定、賃貸借。５、期

間、平成 27 年 7 月 29 日から平成 28 年 7 月 28 日。６、価格。年 208,000 円。７、

資金調達方法、自己資金。８、当事者の経営状況、構成員○○人、農従者○○人、

経営地、計○○○○㎡。家畜、牛○○○頭。９、見取図につきましては、別紙のと

おりとなっております。なお、（４）から（５）につきましても、貸主が同一のため、

氏名等省略して一括説明いたします。 

９ページをお開きください。 

 

（４）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。借主、中標津町○○○○番地○○、 

有限会社○○○○ ○○○○ ○○○○。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿、

畑、現況、畑、面積 31,017 ㎡ほか 3筆、合計、畑、90,566 ㎡。利用状況、牧草畑。

３、許可を受けようとする事由。貸主、所有農地を近隣農家に賃貸借するもの。借

主、経営規模拡大するもの。４、権利を移転しようとする契約の内容、利用権の設

定、賃貸借。５、期間、平成 27 年 7 月 29 日から平成 28 年 7 月 28 日。６、価格。

年 360,000 円。７、資金調達方法、自己資金。８、当事者の経営状況、構成員○○

人、農従者○○人、経営地、計○○○○㎡。家畜、牛○○○頭。９、見取図は別紙

のとおりです。１１ページをお開きください。 

 

（５）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。借主、中標津町○○○○番地○○、

○○○○、○○歳、農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿、畑、現況、畑、

面積 21,926 ㎡ほか 2 筆、合計、畑、60,734 ㎡。利用状況、牧草畑。３、許可を受

けようとする事由。貸主、所有農地を近隣農家へ賃貸借するもの。借主、経営規模

拡大するもの。４、権利を移転しようとする契約の内容、利用権の設定、賃貸借。

５、期間、平成 27 年 7 月 29 日から平成 28 年 7 月 28 日。６、価格。年 240,000 円。

７、資金調達方法、自己資金。８、当事者の経営状況、構成員○○人、農従者○○

人、経営地、計○○○○㎡。家畜、牛○○○頭。９、見取図は別紙のとおりです。 

この案件につきましては、○○氏の規模縮小に伴い、近隣農家へ相対で賃貸借の設

定するものであります。本件の権利取得により、周辺農地の農業上の効率的かつ総

合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられることから、別添の調査書のと

おり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件のすべてを満たして

いると考え、この賃貸借は止むを得ないものと判断いたしました。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（３）から（５）の質疑に入ります。 
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（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。（６）について、地区推進班から議案の朗読と説明を

お願いします。 

（挙手あり） 金刺委員。 

 

金刺委員  議案第６３号（６）について説明いたします。１３ページをお開きください。 

１、当事者の住所、氏名、年齢、職業。貸主、中標津町○○○○番地○○、○○○

○、○○歳、農業。借主、中標津町○○○○番地○○、○○○○ ○○○○ ○○

○○。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿、畑、現況、畑、面積 93,489 ㎡内

10,000 ㎡、利用状況、畑。３、許可を受けようとする事由。貸主、農業生産法人に

使用貸借するもの。借主、使用貸借を受けて農業経営を行うもの。４、権利を移転

しようとする契約の内容、利用権の設定、使用貸借。５、期間、平成 27 年 8 月 1日

から平成 30 年 10 月 23 日。６、当事者の経営状況、構成員○○人、農従者○○人、

経営地、計○○○○㎡。作付作物、馬鈴薯ほか。７、見取図につきましては別紙の

とおりとなっております。この案件につきましては、近隣農家への賃貸借期限が切

れたことから、自ら経営する農業生産法人に使用貸借設定するものであります。別

添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件のす

べてを満たしていると判断いたしました。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（６）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。 

（７）（８）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 杉本委員。 

 

杉本委員  議案第６３号(７)（８）について説明いたします。１５ページをお開き下さい。 

      （７）１、当事者の住所、氏名、年齢、職業。貸主、中標津町○○○○番地、○○

○○、○○歳、無職。借主、中標津町○○○○番地、○○○○、○○歳、農業。 

２、土地の表示。○○○○番、公簿、畑、現況、畑、面積 50,078 ㎡ほか 15 筆、畑

351,679 ㎡、採草放牧地 73,113 ㎡、合計 424,792 ㎡、利用状況、牧草畑、採草放牧

地。３、許可を受けようとする事由。貸主、期間満了により再度後継者へ使用貸借

するもの。借主、再度使用貸借を受けて農業経営を継続するもの。４、権利を移転

しようとする契約の内容、利用権の設定、使用貸借。５、期間、平成 27 年 7 月 28

日から平成 37 年 7 月 27 日。６、当事者の経営状況、家族○○人、農従者○○人、

経営地、計○○○○㎡。家畜、牛○○○頭。７、見取図は別紙のとおりとなってお

ります。この案件につきましては、○○○○氏の経営移譲に伴う使用貸借が、期間

満了したため再設定するものです。 

別添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件の

すべてを満たしていると判断いたします。１８ページをお開き下さい。 
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（８）１、当事者の住所、氏名、年齢、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地○○、

○○○○、○○歳、無職。譲受人、中標津町○○○○番地○○、○○○○、○○歳、

農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿、畑、現況、畑、面積 139,825 ㎡ほ

か 6筆。畑 290,116 ㎡、採草放牧地 1,965 ㎡、合計 292,081 ㎡。利用状況、牧草畑、

採草放牧地。３、許可を受けようとする事由。譲渡人、農地を後継者へ生前一括贈

与するもの。譲受人、農地の贈与を受け農業経営を継続するもの。４、権利を移転

しようとする契約の内容、所有権の移転。５、価格。無償。６、当事者の経営状況、

家族○○人、農従者○○人、経営地、計○○○○㎡。家畜、牛○○○頭。 

７、見取図につきましては、別紙のとおりとなっております。 

    この案件につきましては、○○○○氏が経営移譲の際、後継者に使用貸借していた 

農地が期間満了となったため、生前一括贈与するものであります。 

別添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件の

すべてを満たしていると考えます。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（７）（８）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。おはかり致します。 

本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

 

（全委員） 「異議なし」の声 

 

議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程５、議案第６４号「農地法第５条の規定による許可申請について」を上程致し

ます。（１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 笠原委員。 

 

笠原委員  上程になりました、議案第６４号「農地法第５条の規定による許可申請について」

（１）について説明いたします。２１ページをお開きください。 

（１）１、当事者の住所、氏名。譲渡人、中標津町○○○○番地、○○○○。譲受

人、中標津町○○○○番地○○、○○○○。２、許可を受けようとする土地の表示。

○○○○番。公簿、畑、現況、畑、面積、13,342 ㎡。３、許可を受けようとする事

由、農業用施設建設のため。４、転用の期間、平成 27 年 8 月 25 日から永年。５、

権利の種類、所有権の移転。６、見取図につきましては別紙のとおりとなっており

ます。この案件につきましては、農業用施設建設のため申請があったものです。申

請地につきましては、○○氏が火災のため消失した農業用施設を再建するにあたり、

計画する施設規模から、現有施設用地内では不足する状況となったため、隣接地で

ある○○氏所有地を取得し、建設するものであります。申請面積については１３，
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３４２㎡となっております。平成２７年７月２４日、第２地区推進班による現地調

査の結果、申請地については作業道路、農業用施設に隣接しており、利便性を考慮

すると代替地は他にないことから、別添の農地法第５条調査書のとおり転用は止む

を得ないものと判断いたしました。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。おはかり致します。 

本案は原案のとおり、北海道農業会議へ諮問することに、ご異議ございませんか。 

 

（全委員） 「異議なし」の声 

 

議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって、本案は原案のとおり諮問致します。 

 

日程６、議案第６５号「現況証明願いについて」を上程致します。 

（１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 髙橋委員。 

 

髙橋委員  上程になりました議案第６５号「現況証明願いについて」（１）について説明いたし

ます。２４ページをお開きください。 

 （１）１、申請人の住所、氏名。中標津町○○○○番地○○、○○○○。 

      ２、土地の表示、○○○○番○○、公簿、畑、面積 874 ㎡。現況、農地・採草放牧

地以外、利用状況、雑種地。３、申請の理由、地目変更登記のため。 

４、見取図は別紙のとおりです。 

本案件につきましては、地目変更登記のため申請があったものです。 

当該地は農業振興地域の農用地区域から除外されており、周囲は道路と林地に囲ま

れた狭小地で、耕作不適であり農地として利用できなかったことから雑種地となっ

ております。平成２７年５月２７日、第１地区推進班で現地確認し現況については

農地・採草放牧地以外の土地であると判断したものであります。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明を

お願いします。 

（挙手あり） 中村委員。 

 

中村委員  議案第６５号（２）について説明いたします。２６ページをお開きください。 
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 （２）１、申請人の住所、氏名。 中標津町○○○○番地○○、○○○○。 

２、土地の表示、○○○○番○○、公簿、畑、面積 36,198 ㎡。現況、農地・採草放

牧地以外、利用状況、山林。３、申請の理由、地目変更登記のため。 

      ４、見取図は別紙のとおりです。 

本案件につきましては、地目変更登記のため申請があったものです。当該地は農業

振興地域の農用地区域から南側半分が除外され、国道に面した住宅地が近接する状

況となっており、地域一体の地力が悪く、耕作不適であり農地として利用できなか

ったことから現況が山林となっております。平成２７年７月２４日、第１地区推進

班で現地確認し現況については農地・採草放牧地以外の土地であると判断したもの

であります。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（２）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。 

（３）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 杉本委員。 

 

杉本委員  議案第６５号（３）について説明いたします。２８ページをお開きください。 

 （３）１、申請人の住所、氏名。中標津町○○○○番地、○○○○。 

２、土地の表示、○○○○番○○、公簿、畑、面積 2,488 ㎡。現況、農地・採草放

牧地以外、利用状況、山林ほか１筆。３、申請の理由、地目変更登記のため。 

 ４、見取り図は別紙のとおりです。 

本案件につきましては、地目変更登記のため申請があったものです。○○氏が離農

後に所有していた農地を近隣農家へあっせんするにあたり、全ての農地を選定し、

農地以外の部分を精査したところですが、公簿が畑で現況が山林となっていた土地

について地目変更するものです。第５地区推進班で土地評価時に現地を確認した際、

農地・採草放牧地以外の土地であることを確認しております。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（３）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。 

（４）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 本田信幸委員。 

 

本田信幸委員 議案第６５号（４）について説明いたします。３０ページをお開きください。 

 １、申請人の住所、氏名。中標津町○○○○番地○○、○○○○。２、土地の表示、

○○○○番○○、公簿、畑、面積 1,547 ㎡。現況、農地・採草放牧地以外、利用状

況、山林ほか２筆。３、申請の理由、地目変更登記のため。４、見取り図は別紙の
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とおりです。 

本案件につきましては、地目変更登記のため申請があったものです。○○氏が所有

していた農地の内、現況が山林となっている箇所を○○○○が取得するにあたり、

公簿が畑で現況が山林となっていた土地について分筆を行い地目変更するものです。

第５地区推進班で土地評価時に現地を確認した際、農地・採草放牧地以外の土地で

あることを確認しております。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（４）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。おはかり致します。 

本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 

（全委員） 「異議なし」の声 

 

議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって本案は原案のとおり可決されました。 

日程７、議案第６６号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用 

集積計画の決定について」を上程致します。なお、本案件につきましては、（１）か

ら（１４）と、（１５）の２回に分けて審議を致します。（１）について、地区推進

班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 金刺委員。 

 

金刺委員  上程になりました議案第６６号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農

用地利用集積計画の決定について」 (１)について説明いたします。３３ページをお

開きください。（１）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。貸主、中標津町○○○

○番地○○、○○○○、○○歳、農業。借主、中標津町○○○○番地○○、○○○

○、○○歳、農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面積 54,091

㎡、利用状況、牧草畑。３、許可を受けようとする事由。貸主、期間満了に伴い、

面積を追加し再設定するもの。借主、期間満了に伴い、面積を追加し再設定するも

の。４、権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容。利用権の設定、賃貸借。

５、期間。平成 27 年 8 月 1日から平成 28 年 7 月 31 日まで。６、価格。年 216,000

円。７、資金調達方法。自己資金。８、借主の経営状況。家族○○人、農従者○○

人、経営地、計○○○○㎡。家畜、牛○○○頭。９、適用。農業経営基盤強化促進

事業。10、見取図は別紙のとおりです。 

この案件につきましては、賃貸借の期間が満了することに伴い、面積を追加し再設

定するものであり、別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３

項の各要件を満たしているものと判断いたしました。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 
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（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。 

（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 笠原委員。 

 

笠原委員  議案第６６号（２)について説明いたします。３５ページをお開きください。 

（２）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。貸主、中標津町○○○○番地○○、

○○○○、○○歳、農業。借主、中標津町○○○○番地○○、○○○○、○○歳、

農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面積 17,114 ㎡の内 12,024

㎡、利用状況、牧草畑。３、許可を受けようとする事由。貸主、農地の一部を賃貸

借設定するもの。借主、経営規模拡大するもの。４、権利を設定し、又は移転しよ

うとする契約の内容。利用権の設定、賃貸借。５、期間。平成 27 年 7 月 29 日から

平成 32 年 7 月 28 日まで。６、価格。年 1,000 円。７、資金調達方法。自己資金。

８、借主の経営状況。家族○○人、農従者○○人、経営地、計○○○○㎡。作付作

物、蕎麦。９、適用。農業経営基盤強化促進事業。10、見取図は別紙のとおりです。

この案件につきましては、○○氏より所有農地の一部を賃貸したい旨の申し出があ

り、平成２７年５月１２日に土地評価及びあっせん会議を開催し借主を決定したも

のであります。別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の

各要件を満たしているものと判断いたしました。 

 以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（２）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。（３）について、地区推進班から議案の朗読と説明を

お願いします。（挙手あり） 國光委員。 

 

國光委員  議案第６６号（３）について説明いたします。３７ページをお開きください。 

（３）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地○○、

○○○○、○○歳、無職。譲受人、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、 

公益財団法人北海道農業公社 理事長 富樫秀文。２、土地の表示。○○○○番○

○、公簿畑、現況畑、面積 92,352 ㎡ほか 22 筆。合計 636,213 ㎡。利用状況、牧草

畑。３、許可を受けようとする事由。譲渡人、農地保有合理化事業により売り渡す

もの。譲受人、農地保有合理化事業により買い入れるもの。４、権利を設定し、又

は移転しようとする契約の内容、所有権の移転。５、価格、44,093,000 円。６、資

金調達方法、全国農地保有合理化協会による。７、譲受人の経営状況、公益財団法

人北海道農業公社につき省略。８、適用、農業経営基盤強化促進事業。９、見取図

は別紙のとおりです。 

本案件につきましては、○○氏の離農に伴い、農地保有合理化事業により一括して農

地を北海道農業公社に売り渡すものであり、別添の調査書のとおり農業経営基盤強化
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促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと判断いたしました。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（３）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。 

（４）から（９）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 杉本委員。 

 

杉本委員  議案第６６号(４)から（９）について説明いたします。 

４０ページをお開きください。 

 （４）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地○○、

○○○○、○○歳、無職。譲受人、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益

財団法人北海道農業公社 理事長 富樫秀文。２、土地の表示。○○○○番、公簿畑、

現況畑、面積 1,981 ㎡ほか 31 筆。畑 472,959 ㎡、宅地 1,821.51 ㎡、合計 474,780.51

㎡。利用状況、牧草畑、農業用施設用地。３、許可を受けようとする事由。譲渡人、

農地保有合理化事業により売り渡すもの。譲受人、農地保有合理化事業により買い

入れるもの。４、権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容、所有権の移転。

５、価格、20,110,000 円。６、資金調達方法、全国農地保有合理化協会による。７、

譲受人の経営状況、公益財団法人北海道農業公社につき省略。８、適用、農業経営

基盤強化促進事業。９、見取図は別紙のとおりです。 

                    

なお、（５）につきましても、譲受人が同一のため、氏名等省略して一括説明いたし

ます。４３ページをお開きください。 

（５）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地○○、

○○○○、○○歳、無職。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面

積 50,269 ㎡ほか 12 筆。合計、畑 414,908 ㎡。利用状況、牧草畑。３、許可を受け

ようとする事由。譲渡人、農地保有合理化事業により売り渡すもの。譲受人、農地

保有合理化事業により買い入れるもの。４、権利を設定し、又は移転しようとする

契約の内容、所有権の移転。５、価格、25,439,000 円。６、資金調達方法、全国農

地保有合理化協会による。７、譲受人の経営状況、公益財団法人北海道農業公社に

つき省略。８、適用、農業経営基盤強化促進事業。９、見取図は別紙のとおりです。 

本案件につきましては、○○氏及び○○氏の離農に伴い、農地保有合理化事業により

一括して農地を北海道農業公社に売り渡すものであり、別添の調査書のとおり農業経

営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと判断いたしました。 

４６ページをお開きください。 

 

（６）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地、○

○○○、○○歳、農業。譲受人、中標津町○○○○番地、○○○○、○○歳、農業。

２、土地の表示。○○○○番、公簿原野、現況畑、面積 15,436 ㎡ほか 3 筆。合計、

畑 67,445 ㎡。利用状況、牧草畑。３、許可を受けようとする事由。譲渡人、経営規
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模縮小のため。譲受人、経営規模拡大するもの。４、権利を設定し、又は移転しよ

うとする契約の内容、所有権の移転。５、価格、1,975,000 円。６、資金調達方法、

自己資金。７、譲受人の経営状況、家族○○人、農従者○○人、経営地、計○○○

○㎡、家畜、牛○○○頭。８、適用、農業経営基盤強化促進事業。 

９、見取図は別紙のとおりです。 

 

なお（７）につきましても譲渡人が同一でありますので、譲渡人の氏名等省略し、

一括してご説明いたします。４８ページをお開きください。 

（７）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲受人、中標津町○○○○番地、○

○○○、○○歳、農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面積

31,226 ㎡ほか 4筆。合計、畑 104,107 ㎡。利用状況、牧草畑、牧場。３、許可を受

けようとする事由。譲渡人、経営規模縮小のため。譲受人、経営規模拡大するもの。

４、権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容、所有権の移転。５、価格、

3,277,000 円。６、資金調達方法、経済改善資金 3,270,000 円、自己資金 7,000 円。

７、譲受人の経営状況、家族○○人、農従者○○人、経営地、計○○○○㎡、家畜、

牛○○○頭。８、適用、農業経営基盤強化促進事業。 

９、見取図は別紙のとおりです。 

この案件につきましては、○○氏より所有農地の一部を譲渡したい旨の申し出があ

り、平成２７年５月１３日あっせん会議を開催し譲受人を決定したものであります。 

別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし

ているものと判断いたしました。５０ページをお開きください。 

 

（８）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地、○

○○○、○○歳、無職。譲受人、中標津町○○○○番地○○、○○○○、○○歳、

農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿原野、現況採草放牧地、面積 23,556

㎡ほか 1筆。畑 40,505 ㎡、採草放牧地 23,556 ㎡、合計 64,061 ㎡。利用状況、牧草

畑。３、許可を受けようとする事由。譲渡人、所有農地を近隣農家に譲渡するもの。

譲受人、経営規模拡大するもの。４、権利を設定し、又は移転しようとする契約の

内容、所有権の移転。５、価格、1,100,000 円。６、資金調達方法、自己資金。７、

譲受人の経営状況、家族○○人、農従者○○人、経営地、計○○○○㎡、家畜、牛

○○○頭。８、適用、農業経営基盤強化促進事業。９、見取図は別紙のとおりです。 

 

なお（９）につきましても譲渡人が同一でありますので、氏名等省略し、一括して

ご説明いたします。５２ページをお開きください。 

（９）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲受人、中標津町○○○○番地○○、

○○○○、○○歳、農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面

積 11,342 ㎡。利用状況、牧草畑。３、許可を受けようとする事由。譲渡人、所有農

地を近隣農家に譲渡するもの。譲受人、経営規模拡大するもの。４、権利を設定し、

又は移転しようとする契約の内容、所有権の移転。５、価格、438,000 円。６、資

金調達方法、自己資金。７、譲受人の経営状況、家族○○人、農従者○○人、経営

地、計○○○○㎡、家畜、牛○○○頭。８、適用、農業経営基盤強化促進事業。９、

見取図は別紙のとおりです。本案件につきましては、○○氏より農地を譲渡したい
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旨の申し出があり、平成２７年３月１８日にあっせん会議を開催し、協議の末、譲

受人を決定したものであります。別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第

１８条第３項の各要件を満たしているものと判断いたしました。以上です。 

議  長  説明が終わりましたので、（４）から（９）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。 

（１０）から（１３）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 和泉委員。 

 

和泉委員  議案第６６号（１０）から（１３）について説明いたします。 

５４ページをお開きください。 

（１０）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地○

○、○○○○、○○歳、農業。譲受人、中標津町○○○○番地○○、○○○○、○

○歳、農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面積 14,725 ㎡。

利用状況、牧草畑。３、許可を受けようとする事由。譲渡人、近隣農家に譲渡する

もの。譲受人、経営規模拡大するもの。４、権利を設定し、又は移転しようとする

契約の内容、所有権の移転。５、価格、517,000 円。６、資金調達方法、農地ロー

ン。７、譲受人の経営状況、家族○○人、農従者○○人、経営地、計○○○○㎡、

家畜、牛○○○頭。８、適用、農業経営基盤強化促進事業。９、見取図は別紙のと

おりです。 

本案件につきましては、○○氏から、所有農地の一部を譲渡したい旨の申し出があ

り、平成２７年５月１４日にあっせん会議を開催し、協議の末、譲受人を決定した

ものであります。別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の

各要件を満たしているものと判断いたしました。５６ページをお開きください。 

 

（１１）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地○

○、○○○○、○○歳、農業。譲受人、中標津町○○○○番地○○、○○○○、○

○歳、農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面積 49,306 ㎡。

利用状況、牧草畑。３、許可を受けようとする事由。譲渡人、近隣農家に譲渡する

もの。譲受人、経営規模拡大するもの。４、権利を設定し、又は移転しようとする

契約の内容、所有権の移転。５、価格、3,196,000 円。６、資金調達方法、農地ロ

ーン。７、譲受人の経営状況、家族○○人、農従者○○人、経営地、計○○○○㎡、

家畜、牛○○○頭。８、適用、農業経営基盤強化促進事業。９、見取図は別紙のと

おりです。 

なお（１２）につきましても譲渡人が同一でありますので、氏名等省略し、一括し

てご説明いたします。５８ページをお開きください。 

 

（１２）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲受人、中標津町○○○○番地、

○○○○、○○歳、農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面

積 35,121 ㎡。利用状況、牧草畑。３、許可を受けようとする事由。譲渡人、近隣農
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家に譲渡するもの。譲受人、経営規模拡大するもの。４、権利を設定し、又は移転

しようとする契約の内容、所有権の移転。５、価格、1,820,000 円。６、資金調達

方法、農地ローン。７、譲受人の経営状況、家族○○人、農従者○○人、経営地、

計○○○○㎡、家畜、牛○○○頭。８、適用、農業経営基盤強化促進事業。９、見

取図は別紙のとおりです。 

本案件につきましては、○○氏より所有農地の一部を譲渡したい旨の申し出があり、

平成２７年５月１４日にあっせん会議を開催し、協議の末、譲受人を決定したもの

であります。別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要

件を満たしているものと判断いたしました。６０ページをお開きください。 

 

（１３）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地、

株式会社○○○○ ○○○○ ○○○○。譲受人、中標津町○○○○番地、○○○

○、○○歳、農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面積 46,963

㎡ほか 5筆。合計、畑 66,302 ㎡。利用状況、牧草畑。３、許可を受けようとする事

由。譲渡人、近隣農家に譲渡するもの。譲受人、経営規模拡大するもの。４、権利

を設定し、又は移転しようとする契約の内容、所有権の移転。５、価格、4,181,000

円。６、資金調達方法、農地ローン。７、譲受人の経営状況、家族○○人、農従者

○○人、経営地、計○○○○㎡、家畜、牛○○○頭。８、適用、農業経営基盤強化

促進事業。９、見取図は別紙のとおりです。 

本案件につきましては、○○○○より所有農地の一部を譲渡したい旨の申し出があ

り、平成２７年５月１４日にあっせん会議を開催し、協議の末、譲受人を決定した

ものであります。別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の

各要件を満たしているものと判断いたしました。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（１０）から（１３）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。 

（１４）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 本田信幸委員。 

 

本田信幸委員 議案第６６号（１４）について説明いたします。６３ページをお開きください。 

（１４）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。譲渡人、中標津町○○○○番地、

株式会社○○○○ ○○○○ ○○○○。譲受人、中標津町○○○○番地○○、○

○○○、○○歳、農業。２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面積

83,524 ㎡。利用状況、牧草畑。３、許可を受けようとする事由。譲渡人、近隣農家

に譲渡するもの。譲受人、経営規模拡大するもの。４、権利を設定し、又は移転し

ようとする契約の内容、所有権の移転。５、価格、5,596,000 円。６、資金調達方

法、自己資金。７、譲受人の経営状況、家族○○人、農従者○○人、経営地、計○

○○○㎡、家畜、牛○○○頭。８、適用、農業経営基盤強化促進事業。９、見取図

は別紙のとおりです。 
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本案件につきましては、○○○○より所有農地の一部を譲渡したい旨の申し出があ

り、平成２７年５月１４日にあっせん会議を開催し、協議の末、譲受人を決定した

ものであります。別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の

各要件を満たしているものと判断いたしました。以上です 

 

議  長  説明が終わりましたので、（１４）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。おはかり致します。 

議案第６６号、｢農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画

の決定について｣の（１）から（１４）について、原案のとおり決することに、ご異

議ございませんか。 

 

（全委員） 「異議なし」の声 

 

議  長  ご異議ないものと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。 

ここで会議規則第１６条の規定により、○○番○○委員の退席をお願い致します。 

……………………（○○委員退席後）…………………………… 

議案第６６号（１５）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 本田信幸委員。 

 

本田信幸委員 議案第６６号(１５)について説明いたします。６５ページをお開きください。 

（１５）１、当事者の住所、氏名、年令、職業。貸主、中標津町○○○○番地○○、

○○○○、○○歳、無職。借主、中標津町○○○○番地、○○○○、○○歳、農業。

２、土地の表示。○○○○番○○、公簿畑、現況畑、面積 50,527 ㎡。利用状況、牧

草畑。３、許可を受けようとする事由。貸主、期間満了に伴い、賃貸借を再設定す

るもの。借主、期間満了に伴い、賃貸借を再設定するもの。４、権利を設定し、又

は移転しようとする契約の内容。利用権の設定、賃貸借。５、期間。平成 27 年 8 月

1 日から平成 31 年 12 月 31 日。６、価格。年 50,000 円。７、資金調達方法。自己

資金。８、借主の経営状況。家族○○人、農従者○○人、経営地、計○○○○㎡。

家畜。牛○○○頭。９、適用。農業経営基盤強化促進事業。１０、見取図は別紙の

とおりです。 

この案件につきましては、賃貸借の期間が満了することに伴い、再設定するもので

あり、別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を

満たしているものと判断いたしました。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（１５）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。おはかり致します。 
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議案第６６号（１５）について、原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

 

（全委員） 「異議なし」の声 

 

議  長  ご異議ないものと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。 

……………………（○○委員着席後）…………………………… 

○○委員に申し上げます。本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程８、議案第６７号「農業経営基盤強化促進法第１６条第２項の規定による買入

協議の要請について｣を上程致します。 

（１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 

（挙手あり） 本田信幸委員。 

 

本田信幸委員 上程になりました、議案第６７号「農業経営基盤強化促進法第１６条第２項の規定 

による買入協議の要請について」(１)について説明いたします。６８ページをお開 

きください。 

（１）１、所有権移転のあっせん申出者の住所、氏名。標津郡中標津町○○○○番

地、○○○○。２、申出を受けた年月日、平成２７年５月７日。３、農地中間管理

機構を含めた調整経過、平成２７年６月１０日農地中間管理機構及び町担当部局に

より農用地の利用調整を行った結果、当該農用地については速やかな売買の調整を

図ることが困難であることから、買入協議の対象とすることで意見の一致をみた。

４、当該農用地の利用集積に係る意見、当該農用地は、周辺地域における農用地の

保有及び利用の現況、将来の見通しからみて効率的かつ安定的な農業経営を営む者

に対し利用集積を図ることが望ましい農用地であることから、農地中間管理機構に

よる買入が特に必要である。 

今回所有権移転のあっせん申出があった農用地については、６９ページのとおりで

ありまして、合計７筆、２１５，３７９㎡です。この案件につきましては、○○氏

より、農用地を譲渡したい旨の申出があったもので、地区推進班及び関係機関と農

地調整した結果、直ちに売却することは困難であり、担い手農業者への集積を図る

ためには、農地中間管理機構による買入が必要と判断し、中標津町長に対し農地中

間管理機構へ農地の買入協議を行なう旨の通知の要請をするものであります。 

なお、農地中間管理機構が買い入れた後、５年間賃貸し、その後借主に売り渡すこ

とになっています。以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。 

おはかり致します。本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

 

（全委員） 「異議なし」の声 
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議  長  ご異議ないものと認めます。よって、本案は原案のとおり要請致します。 

日程９、議案第６８号「農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告によ      

る要件の確認について｣を議題に供します。内容を事務局から説明願います。 

（挙手あり） 農地係長。 

 

農地係長  上程になりました議案第６８号「農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期 

報告による要件の確認について」ご説明致します。７１ページをお開きください。 

平成２７年度分といたしまして、有限会社○○○○、以上１件の提出がありました。

平成２７年６月１９日以降受理した報告書でございまして、記載の通り、いずれも

農業生産法人の要件を全て満たしているものであります。 

以上です。 

 

議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 

 

（全委員） 「質疑なし」の声 

 

議  長  なければ質疑を打ち切ります。おはかり致します。 

本案は原案のとおり承認することに、ご異議ございませんか。 

 

（全委員） 「異議なし」の声 

 

議  長  ご異議ないものと認めます。 

よって本件は承認されました。 

日程１０、報告第３４号｢農地法第５条許可書の交付について｣を議題に供します。 

内容を事務局から報告願います。 

     （挙手あり）  農地係長。 

 

農地係長  報告第３４号「農地法第５条許可書の交付について」事務局よりご説明致します。 

先に開催した総会において承認されました農地法第５条許可申請につきまして、北

海道農業会議より許可相当の答申があり、許可書を交付したので報告します。 

７７ページをお開きください。 

許可日、平成２７年６月２５日付。１、当事者の住所、氏名。貸主、中標津町○○

○○番地○○、○○○○。借主、中標津町○○○○番地、有限会社○○○○ ○○

○○ ○○○○。２、土地の表示、○○○○番○○、公簿、畑、現況、畑、面積 61,079

㎡の内 17,285 ㎡ほか 1 筆。合計、畑 18,161 ㎡。３、許可期間は平成２７年７月１

日から平成２８年６月３０日となっております。以上、報告いたします。 

 

議  長  以上で報告を終わります。 

以上で本総会に提出されました議案の審議はすべて終了致しました。 

これをもちまして、第１３回総会を閉会致します。ご苦労さまでした。 

 

（閉 会   １１時２２分） 
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以上、本総会の顛末を記録し相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

 

 

 

 

平成２７年７月２８日 

 

 

 

 

                  会  長         安 田   稔           

 

 

                  １０番        笠 原 康 博           

 

 

                  １１番        氏 家 康 夫           

 

 

 


